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バンドル商品について 

本製なには，巳年固の先化しヒンド'バック保守ボ同個されていまず。 

同個され ているサービス f 午ットに記載の約款に同意頂き.必要事巧を記載し、 

当社にメール. F A X 等で送って頂くことにより当社で登録を斤いまず。 

登録完了を，先化し t ンドバックな守が受けられまず。 

登録完了の通失□はサービス子午ットに記載頂いたな守連絡窓□の方にノー ルで連ないたしまず c 
※当社での登録完了を，サービスボ開始されまず。 


2。 本製品の仕栋 について 

本製□□□の機能等の仕様につきましては. 

PN 23169 K のな品仕協書（化様書を号： 401 -231 69 K - SP 01) と同協でず。 


3。か属品 


( 1 ) PN 23169 K に 付属している付属品 （21 頁のを品仕様書参照） 1 式 
(2 ) サービス乎ケット /が]款 1 か 

(3) MN 0ジリー ズ スイ'ソ乎サービス子ケット 登録までの流れ/本 サービスご 利 巧にめたって1 が 
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11 日日日 BASE-T 巧にツイストぺアポートとの選 
3ン： SFP — 1 日日 OSX SFP モジ： L ー ル （P 
SFP-1000LX SFP モジ i ー ル （P 
SFP-LX40 SFP モジ 1 ール （P 


: LED ( P W R ) 

綠点む：電源日 N 

，設断 L 巨 D ( STATUS ) 

綜点む ：システ ム正常稼働 
稳点む ：システム 起動中 
檔点滅： システム 障害 
: t ンサ LED ( TEMP ) 

綠点む：正常稼動 

精点滅:内部ミ品度ヒソサの設定闘値を超えた墙合 

ン t ンサ LED ( FAN ) 

婦点む：正常稼動 
稳点滅：フ 7 ン障害 
卜 L E D 

0巨〔1〜16ポート） 

綜点む：電源供給中 
瞪点滅： 0 V e 「 I 0 a d 時 
消む：電源未巧給または端末ホ接続 
INK / ACT 。（1 〜16ポート） 

綠点む： 1 日 0 M b P S で リン クが確立 
稳点む： 10 W b P S で リン クが確立 
綜点滅： 1 日日 M b P S でパ中ット送受信中 
瞪点滅： 1 日 M b P S でパヶット送受信中 
消む：端末未接続 
[白 A (17 〜 18 ポート） 

綠点む：1曰 b P 5 で リンクボ確立 

消む：10 日 M b P S . 1日 M b P S でリソクが確 
〕0 C 17 〜18ポート） 

練点灯：10 日 M b P S で リンクボ確立 

消む：1白 b P S . 1日 M b P S でリンクボ確立； 
INK / ACT 。（17 〜18ポート） 

綠点む：りンクボ確立 
綠点滅： パ吁ッ ト送受信中 
消む；端末未接続 
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" 1 8 が M D ] / M D I - X に自動的にか応（固定設 3 
を固定に設定したポートは、 MD I - X になりまず。 
寺は、ポート！〜1目は M D I - X になり まず。 








3 - 

-ら。 

エージェント仕織 

管理用つ。 □ トコ ル： SNMP V 1/ V 2 

TELNET 

(R F C 11己 7) 

(R F C S 己 4) 




HTTP 

C R F C 2 616 ) 




ソフトウエア。ダウン□-ド用プ□トコ ル： TFTP 

(R F C 7 8 3 ) 




装備ずる M I B : M ] 臣 II 

(R F C 1213 ) 




SNMPV 2 -MIB 

(R F C 19 0 7) 




]P - F 0 RWA R D I N 日 - M I B 

C R F C 2 0 9 6 ) 




R M 0 N - M I 臣 

(R F C 17己 7) 





f グルー プし2, 3， 9 ) 




BRIDGE-MI B 

C R F C 14 9 3 ) 




P — 巳 RIDG 巨一 MIB 

CRFC 2674) 




Q —巳 R I DG 巨一 M I 臣 

CRFC 2674) 




]F - M I B 

(R F C 2 8 6 3 ) 




RADI US - AUTH-CL I 巨 NT 

一 MIB [ RFC 261 谷） 




P 0 W 巨 R — 巨 TH 巨 RN 巨 T 一 M I 巨 

(R F C 3 6 2 1) 




IEEE 呂0 2。1 X M ] B 
IEEE 802。 3 ad M I B 





R S T P - M I B 


3 - 

-1 。 

或定 

な下のホをにぶって管埋用パつ/一夕の設定ボ可能 


( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの設定 1 




(2) telnet 接続した遠隔端末からの或定 


3 - 

- S 。 

スイッ乎の 管理 

な下の方法によってスイッ子の管理が巧能 





( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの管理 

(2 い e Lnet と TCP / IP 名ット7 — ク接続を使用した遠隔端末からの管理 




(3) S N M P マネージ Y による管理 

(4) Web による管理 





な下の機能によってスイッ子動作状況の確認が巧龍 





C 1 ) ファン t ンサ機能 

(2) 内部溫度ヒソサ機能 

(3) CPU 使用率。 / モリ使用量表示機能 


3 - 

- 9。 

その他 

S y 5 1 0 9 Client ( SysLog サーパ'へのシステム □ グ送信） 



TFT P Cl [ e n t (ソフトウエアア y 了グレード、設定情報の保存。読込） 




電源コード掛けブ□ック（電源コードの扳け防止） 



。搭載機能 


ストアアンド' フ ホアー ド— 

14。8 G b P S 

1， 4 8 8,日日日 pps / ポート （10 日日 Mbps ) 

:14 8 , 8日日 pps / ポ-卜 （1 日日 Mbps ) 
14，880 pps / ポート ClOMbps ) 

MAC アドレス テーブル： 16 K エントリー/ユニット 

(ポ-卜单化で自動を習の有効/無効がす能.固定登録ザ可能） 
バッファ ： ]_ M バイト 

フ□一制御 ：半こ重時 バックプレッ シで一 

全二重時 8 0 2。3 X 

ェージング ： 3日〇〜日日日秒（デ—フォルト値） 


4 - 2 。 スパニングツリー 

I 巨巨巨8 0之。 1 D スパニンク'ツリーつ‘□トコ）レ互換 

I 巨 E 巨8日 S 。 1 W つピ y ドスバニングツリー プ □トコル豆換 

I E E E 8日2 。 Is マル f プルスパニングツ リー了 □トコル準拠 

BPDU ガード機能サポート 

4 - 3 。 VLAN 

I 巨巨巨谷02 。 Iq タグ VLAN プ□トコル準拠 
ポートベース VI_AN 

VLAN 登録敦2日6個〔デ' フ ホルトも含む） 

4 一 4 。 リンク 

アグリザー':/ 3 ン 

I 巨巨巨8 □ 2 。 3日 d リンクァダリ ゲーション 機能 サボー ト 
最大13クループ摇ぶ司"能 （ 1クルー了最大8ポート） 
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スイッチンクみ式 
スイッ子ンクを量 
パヶット転送能力 
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4-己 。 QoS 

IEEE 8 D 2 ，lp 8段:階の優先制御をサポート 
(な下のスケジ1ーリソグち式の選おが可能） 

( l)Prlority Queueing 

CPQ ： 絶が優先ス寸ジ^ - リソグ）（デ'フォルト設定） 

( 2 ) W e 1 9 h t e d Round—Rob I n 

(WR R : 重み付きつうンド□ビンスケジューリング） 

4 - 6。ポート 

モニタリング 

が象となるポートの卜7 7ィックを指定したポートにコピーして送信可能 
(複数のか象ポ-卜指定ザす能） 

4 一 7。マル子ホ Y スト 

I G M P Snooping 機能サポート 

IGMP Q U e r 1 e 「磯能サポート 

4-8。認部機能 
サポート 

IE 巨巨8日2。 lx ポートベース認証磯能サポート 

I EEE 8 0 2。1 X を用いた MAC ベース個別誌証機能 

I 巨巨巨 8 0 2。1 X を用いたダイナミック VLAN 機能 

I 巨巨巨 8 日2。1 X を用いたダスト VLAN 機能 

登歸 MAC アドレス強制認証機能 （ EAP — MD 己/ TLS / P 巳 AP 認証ち式〉 

巨 AP フレ-ム透適機能〔ポート单 f 立で巨 AP フレ-ム透超の有効/無効が巧能) 

4 - 9 。 給電機能 

IE 巨巨802。3曰 f 給電機能サポート 

1〜16ポートに最大合計1 70 W 給電巧能（ポートへの最大給電能力15。 4 W ) 

給電あ式 ： Alternative 良[空き線 4,日，7,呂） 

共給電力（固定）によって超化速、化速、中を、高速の 4 段階にてフ 7 ン制御巧能 

4-10。詩音フ7ン 

コント□ー ル機能 

動巧環境.給電容量に合わせ.フ 7 ン回転敦を設定 


詩音 

フ 7 ソコント□ー ル 

動作 

環境溫度 

最大 

給電容量 

備考 

高速 

High 

日一己日 C 

17 0 W 


中速（工場化巧時） 
Mid 

日一4日 c 

(み 1 ) 

17 0 W 


を 速 

Low 

日一4日 C 

12 4 W 

給電容量が12 4 W を超える場合は、フ 7 ンを中速 
または高速に設定してご使用ください 

超化速 

Min 

0 -4 0 C 

62 W 

給電容量が日2 W を超える場合は.フ 7 ソを化速.中を 
または高速に設定してご使用ください 

C 

ぷ）装置全体の,給電電力を1 1 日 Wi •义下でご使用いただく攝合は、0〜己日ごの場合でお使いください。 

4一 1 1。アク t ス 

コント□ー ル 

な下のパつ/ータでァクヒス制御が可能 

C 1 )IP アドレス （Source または Destination ) 

(2) MAC アドレス （Source または Destination ) 

(3) TCP /U DP ポート を号 （Source または Destination ) 

(4) VLAN ID 

C 己） 802。 Ip Priority 
(6) DSC P 

C 7 ) P r 0 t 0 c 0 1 
¢8 ) I C M P タイフ。 

(9) TCP SYN Flag 


.We b 管理機能 


己一1。ファームウ i ア仕綠 


己一1一1。ファー厶ウェア 
バージ3ン 

Boot Code : Ver . 1 .0.0.04 な降 

Runtime Code : Ver .2.0.0. 62 な降 
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19 イン f つックへの取り付け 

堂面への巧りかけ 

’十器へのマグネット巧り付け 


) 巧披説明書 ：1冊 

) CD-ROM :1肢 

) 巧か金具 （19 インチつックマウント用） ：2個 

) 巧かを具（壁邱か巧） ： 2個 

) をジ （19 イン乎つックマウント用） ；4本 

) ネジ（壁巧付用） ： 4本 

) ネジ（巧付金具と本体接続用） ： 8本 

) ネジ（マグネット邱か用） ： 4本 

ゴム足 ： 4個 

マグネット : 4個 

電源コ-ド〔《〉 ：1本 
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9。安を確保のための使用止の禁止事頂 


下記の項目を補足されていない場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

本商品のご使用に際しては、け下の点を遵守ください。 

(1) 交流10 0 V け外では使用しない 

义萊。感電。故障の原因となることがありまず。 

(2) めれた手で電源プ7ク'をおき差ししない 

感電。故障の原因となることポありまず。 

C 3) 雷ポ発生したときは、この装置行接続ケーブルに触れない 
感電の原因となることがありまず。 

(斗）この装置を A 解。み造しない 

义萊。感電。故障の原因となることがありまず。 

(己）電源コードを傷つけたり、無理に巧け'たり.引っ張ったり、ねじったり，、たばねたり、はさみ込んだり、重いものを 
のせたり、加熱したりしない 

電源コードが破損し、 、欠策。 感電の原因となることボありまず。 

(目）開□部和ツイストペアポート、コンソールポート、 SFP 拡張ス Qy 卜から内部に金属和燃え和ずいものなどの異物を 
差し込んだり、落とし込んだ'りしない 
乂榮。感電。故障の原因となることがありまず。 

(7) 水のある場巧の近く、湿気和ほこりのをい塌巧に設置しない 

义雙。感電。故障の原因となることがありまず。 

(8) 直身寸日光の当たるところや温度の高いところに或置しない 

内部の溫度ボ止ボリ、义楽の原因となることボありまず。 

(9) ツイストぺアポートに 1日目 A 5 E - T /1 日日 BAS 巨- TX /1 日日日巨 ASE - T じ I 外の機器を接統しない 

义輿。感電。故障の原因となることがありまず。 

( 1 0) S F P 拡張ス□ットに別売の S F P モジュール （S F_P -_10 0日 S X / S F P -_1日0 □ L_X / S F_P - L_X 4日） 
は外を実装しない 

义榮。感電。故障の原因となることがありまず。 

(11) コンソールポートに別売の]ンソールケーブル PN 720日1 RJ 4 己一 DSub 9 ピンコンソール子ーブルな外を 
接続しない 

义災。感電。故障の原因となることがありまず。 

( 1 2) この装置を乂に人れない 

爆発。义榮の原因となることボありまず。 

( 1 3) 必ずアース線を接続ずる 

感電。 i 吳動作。故障の原因となるこ とがあり まず。 

( 1 4) 電源コードを電源ポートじゆるみなどがないぶう、確実に接続ずる 

感電和語動作の原因となることボありまず。 

(15) この装置を壁面に取りかける塌合は、本体および接続ケーブルの重みにより落下しないよう極実に耶リかけ。或置ずる 

けボ。故障の原因となることがありまず。 

( 1 6) が障時はコンヒントを扳く 

電源を f 共給したまま長時間放置ずると义獲の原因となることがありまず。 

(17) 自己設断 LED ( STATUS ) ボ睛点滅となった墙合は、システム障吾のためコン亡ントを抜く 
電ミ原を供給したまま長時固放置ずると义をの原因となることがありまず。 

C 1 8) ツイストペアポート 、 SF P 拡張ス□ット、コンソールポート.電源コード掛け了 □ックで手などを切らないよう 
ミ主意の上取りあう 
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10。使用玉の注意事項 


( 1 ) 内部の点横。修理は販売店にご巧頼ください。 

(2) 面用電源は必ずあ装置の近くで.取り扳い和ずい塌ホからお報りください。 

( 3 ) この装置を設置。移動ずる際は、電源コードを外してください。 

(4) この装置を這掃ずる隙は.電源コードを外してくた'さい。 

(己）仕磕限界をこえると詰動作の原因となりまずので、ごミ主意ください。 

(目）この装置をマグネットで项りかける塌合は、ケーブルの重みなどで裝置ボずれたり落下したりしないことをご確認 
くた'さい。また、ケーブルを接続ずるときは、装置本体を巧さえて接続してください。 

(7) マ れ V 卜につ Dy ピーディスク和礎気力ードなどを近づけないでください。記歸内容消失のおそれがありまず。 

(8) この装置を日 A デスクに邱リかけた時、耳リリかけたまま、ずらさないでください。塗装面によっては傷がつくおそれボ 
ありまず。 

(9) RJ 4 己 コネ ク タの 金属端子和 コネクタ に接続されたツイス トペア ケーブルのモジ^つ了つダの金属端子 、 S F P 拡張 
ス Qy 卜内部の金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしないでくた'さい。詩電気により故障の原因となること 
がありまず。 

(10) コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ ュ 7 了つグを々一ぺ y 卜などの帯電ずるものの占和近辺に版置し 

ないでください。静電気により故障の原因となることがありまず。 

(11) 落下など強い衝撃を与えないでください。故障の原因となることボありまず。 

(12) コンソールポートにツイストペアケーブルを接続ずる際は、事前にこの裝置な外の金属製什器などを触って詩電気を 

除ましてください。 

(13) じ I 下場戸斤での保管。使用はしないでください。 

(仕摇の環境条件下にて保管。使用をしてください） 

- 水などの液体ボカ、かるおそれのある場巧、湿気ボをい場戸斤 

- ほこりのをい墙戸斤、詩電気障害のおそれのある場所〔力一ぺットの止など） 

- 直身寸日光が当たる塌戸斤 

- 結霊ずるような場所、仕協の環境を件を端たさない高溫。化ミ品の場所 
-振動。衝撃ボ铺い塌戸斤 

( 1 4) 温度日^4 0ご湿度2 O^S 0 %RH (結露なきこと） 

ファンを高をに設定し、ご使用いただく塌合は0〜己 0‘ c す寸応 

ファンを中を（ I 場化荷時）に設定し、かつ装置を体の給電電力を11日 W 从下でご使用いただく場合は0〜5 〇ごが応 

(ご注意）止記を件をミ品たさない塌合は，乂萊。感電。故障。語動作の原因となることボあり、保記致しかねまずので 
ごミ主意ください。 

(15) 装置同±を積み重ねる塌合は占下の機器との間隔を2 C m な占空けてお使いくだ'さい。 

(16) S FP ホ広張ス □ y 卜に 別売の S ド P 植:張モジュー ル (SFP- 1 OOOSX/SFP - 1 □00LX/SFP-LX40) 

从外を実装した場合、動作保証はいたしませんのでご注意ください。 
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1 。□□貝な 5 正し 一^し ’L 

本巧品の品質管理には最大のミ主力をいたしまずが. 

(1) 万一.本を品の品質で良ボ原因となり.人を並びにお産にを大の嚴響が予測される場合には， 

本仕様書記載の特性。数値にがしを巧を持たれ，かつ二重回路尊のををが策を組み化んでいた 
だくことを-製造物貴任の観点からお勧めしまず。 

(2 ) 本な品の品質保 f 正期固はわ買止げ曰より1年固とし、本仕協書に記載された項目とその範囲巧 
とさせていただきまず。本巧品に弊社の貴による瑕疵が日月らかになった場合には， 

誠意をもって代替品の捏イ共、またはお疵部分の交換，修理を本巧品の納入場所で速やかに行わ 
せていただきまず。 

但し.夕の場合はこのな課のがをから除かせていただきまず。 

1 ) 本巧品のか障や瑕疵から或発された化の損害の場合。 

2) お買い止げ後の耳 S ® い.な管.運搬（輸送）にわいて，本仕様書記茜は外のを件ボ本な品 
に加わった場合。 

3 ) わ買い止け時までに実用化されている巧術では予見ずることボで巧能であった現まにを因 
ずる 切ち'。 

4) 火策、 お震.铁水-义ぶ。紛争など薛社に貴のない自巧あるいは人為的な夕吉による場合。 


耳又圾説明書，本体お付7ベル等のミち意書にだった使用状態で保証期固巧に故障した場合には.無料 
修理させていただきまず。 

わを様の巧圾或巧書にだわない操かにを因ずる損害および本な品の故障。語動作などの要因によっ 
て通信の機会を选したために生じた損害については，その貴任は負いかねまずのでご了をください。 

保証期固内でもなの場合には原則として無料修理かを外にさせていただきまず。 

(イ）使用止の語りおよび不当な修理やみ造による故障および担傷 
(□) お買^げ'をの®付場巧の移或.輸送.落下などによる故障および t 目傷 
( A ) 义巧，せ震，フ K 害.を雷.その他天災化変わよび公害、塩害、ガス害（硫化ガスなど）， 
異常電圧.指定外の使用電ミ原（竜店.周波数）などによる故障および損傷 
(二）保記書の捏示ボない場合 

(ホ）保記書にわ買止げ曰.わを様をの記入のない場合.あるいは字句を書き替えられた場合 
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